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ゴシゴシ手洗い　コロナに打ち勝て
　9月13日（日）、第73回秋月中学校体育祭

が行われました。全校生徒が踊る「秋中ダン

ス」には、手洗い、うがい等の感染症対策を

モチーフにした振り付けが盛り込まれ、コロ

ナ禍の中で保護者や地域の方に勇気と感動

を与えました。

委員会にて慎重な議論	 ③ページ
令和元年度の決算を認定	 ④ページ
一般質問　９人が登壇	 ⑧ページ
９月定例会の審議結果	 ⑬ページ
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９月定例会９月定例会
令和元年度決算(一般会計及び特別会計等)
歳入 596億2638万円
歳出 584億7807万円 を認定

令和元年度決算(一般会計及び特別会計等)
歳入 596億2638万円
歳出 584億7807万円 を認定

9月1日

2、3日
4日
8日
9日

10、11日
15～18日
23、24日

　25日

　　

◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
○請願紹介議員の説明
○決算審査特別委員会の設置
◇決算審査特別委員会
（考案日）
○一般質問（5人）
○一般質問（4人）
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
◇常任委員会
◇決算審査特別委員会
（事務整理日）
○追加議案等の上程
○提案理由の説明
○追加議案等の質疑
○追加議案等の委員会付託
○議案等の審議
（委員長報告　質疑・討論・採決）
○追加議案等の上程
○提案理由の説明
○追加議案等の質疑
○追加議案等の審議
　（質疑・討論・採決）
○諸般の報告
◎閉会

会期日程
　

令
和
２
年
第
６
回
定
例
会

は
、
９
月
１
日
か
ら
９
月
25

日
ま
で
の
25
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
報
告
５
件
、
議
案

22
件
、
請
願
１
件
、
意
見
書
案

１
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
９
人
の
議
員

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
朝
倉
市
の
問
題

点
や
今
後
の
対
策
、
豪
雨
対
策

及
び
浸
水
被
害
対
策
、
九
州
北

部
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
状

況
、
学
校
教
育
環
境
整
備
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
、
有
害
鳥

獣
対
策
、
企
業
誘
致
等
の
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
等
は
質
疑
を
行
っ
た

後
、
常
任
委
員
会
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は
、
４
日
間
の
審
査
期
間
を

設
け
、
令
和
元
年
度
の
一
般

会
計
歳
入
、
歳
出
決
算
の
状

況
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
議
案
１
件
、

人
事
案
件
５
件
、
意
見
書
案
２

件
が
追
加
上
程
さ
れ
、
審
議
の

う
え
、
当
初
上
程
議
案
等
も
含

め
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
認
定
・

同
意
・
採
択
し
ま
し
た
。
ま
た
、

請
願
の
採
択
に
よ
り
意
見
書
案

１
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、
審
議

の
う
え
可
決
し
ま
し
た
。

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

委
員
会
付
託
案
件
　議案等の詳細な審査と結
果の報告を委員会に委ねる
ことを「委員会付託」といい、
付託された委員会は審査の
結果を本会議で報告します。
ここでは各常任委員会で審
査された案件等の一部を掲
載しています。

会会

議議
会会
報報
告告

　

令
和
２
年
度
の
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
本
年
度
の
議
会
報
告
会
も
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日

・
令
和
３
年
２
月
５
日
（
金
）
19
時
か
ら

会
場

・
朝
倉
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

会
議
室
１

・
ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木　

第
４
・
第
５
学
習
室

　

議
員
18
名
が
２
班
に
分
か
れ
、
同
日
２
会
場
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、

掲
載
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変

更
が
あ
れ
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
が
、
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
議
会
事
務
局
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　

朝
倉
市
議
会
事
務
局

　

☎
０
９
４
６
―
２
２
―
１
１
１
１
（
代
表
）
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求
め
、
全
員
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

☆�

う
き
は
市
営
バ
ス
路
線
が

杷
木
バ
ス
停
ま
で
延
伸

さ
れ
ま
す

　

う
き
は
市
民
の
買
い
物
等

の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
う

き
は
市
営
バ
ス
路
線
を
延
伸

し
、
路
線
及
び
停
留
所
を
朝

倉
市
区
域
内
に
設
置
し
ま
す
。

　

運
行
路
線
の
朝
倉
市
区
域

内
の
区
間
は
「
古
川
町
駐
車

場
」
経
由
「
杷
木
」
と
「
筑

後
川
温
泉
」
経
由
「
杷
木
」

の
２
区
間
で
、
停
留
所
は
西

鉄
バ
ス
杷
木
バ
ス
停
内
で
す
。

設
置
及
び
管
理
運
営
費
は
う

き
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

　

路
線
延
伸
に
よ
り
両
市
が

互
い
に
利
を
得
ら
れ
る
も
の

と
な
る
よ
う
期
待
し
、
全
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

市
職
員
に
よ
る
収
賄
事
件
の

　
　

 

市
長
責
任
を
明
ら
か
に

通
院
・
入
院
と
も
に
中
学
生
ま
で

　
　
　
　

医
療
費
助
成
の
対
象
に

林
田
工
業
団
地
へ

　
　
　
　
　
　

企
業
が
進
出

総
務
文
教
常
任
委
員
会

環
境
民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
３
件
と
請
願
書
１
件
を
審

査
し
ま
し
た
。

☆�

市
職
員
の
収
賄
事
件
の
責

任
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
市
長
給
料
を
減
額

　

市
長
は
事
件
の
責
任
を
取

る
た
め
、
令
和
２
年
10
月
の

給
料
を
１
０
０
分
の
30
減
額

し
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
減
額
率
の
根
拠

を
質
し
、
ま
た
、
事
件
に
対
す

る
責
任
と
解
決
策
の
議
会
へ
の

示
し
方
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

執
行
部
に
よ
る
と
、
減
額

率
は
過
去
に
市
職
員
を
懲
戒

免
職
と
し
た
状
況
を
鑑
み
て

判
断
。
ま
た
、
朝
倉
市
職
員

不
祥
事
再
発
防
止
委
員
会
を

設
置
し
、
実
態
把
握
、
入
札

制
度
、
職
員
倫
理
等
を
協
議

し
、
結
果
を
議
会
に
報
告
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

市
の
信
頼
回
復
と
復
旧
・
復

興
加
速
の
た
め
、
市
議
会
の

「
朝
倉
市
職
員
の
不
祥
事
の
根

絶
を
求
め
る
決
議
」
を
重
く

受
け
止
め
、
再
発
防
止
に
真

摯
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く

　

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
12
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆�

子
ど
も
医
療
費
・
重
度
障
害
者

医
療
費
助
成
の
拡
大

　

子
ど
も
医
療
は
、
対
象
者

が
病
気
や
け
が
で
医
療
機
関

を
受
診
し
た
と
き
、
医
療
費

の
う
ち
保
険
診
療
に
よ
る
自

己
負
担
分
相
当
額
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

　

現
在
、
市
で
は
未
就
学
児
・

小
学
生
は
通
院
・
入
院
と
も

に
助
成
が
あ
り
ま
す
が
、
中

学
生
は
入
院
の
み
の
助
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改

正
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
か

ら
中
学
生
の
通
院
に
つ
い
て
、

自
己
負
担
限
度
額
が
月
額

１
６
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
は
今
ま
で

医
療
証
の
交
付
が
な
く
、
入

院
し
た
場
合
、
一
旦
窓
口
払

い
を
し
た
後
に
助
成
の
申
請

手
続
き
が
必
要
で
し
た
が
、

本
改
正
に
あ
わ
せ
交
付
を
開

始
す
る
医
療
証
を
提
示
す
る

こ
と
で
医
療
機
関
で
負
担
限

度
額
ま
で
の
精
算
と
な
る
た

め
、
一
時
的
な
経
済
の
負
担

　

９
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆�

林
田
工
業
団
地
に
企
業
が

進
出
し
ま
す

　

杷
木
林
田
に
あ
る
林
田
工

業
団
地
に
Ｓ
Ａ
Ｔ　

Ｇ
Ｒ
Ｏ

Ｕ
Ｐ
株
式
会
社
か
ら
、
進
出

の
申
し
出
が
あ
り
、
宅
地
７

７
１
８
・
７
３
㎡
を
５
４
０

３
万
１
１
１
０
円
で
売
却
し

ま
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｔ　

Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
株

式
会
社
は
、
平
成
28
年
か
ら

柿
を
中
心
と
す
る
農
作
物
の

輸
出
事
業
を
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
東
南
ア
ジ
ア
向
け

の
販
売
が
堅
調
に
推
移
し
、

現
在
使
用
し
て
い
る
選
果
場

が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
将
来
の
規
模
拡
大
を
見

据
え
て
林
田
工
業
団
地
へ
進

出
し
ま
す
。

　

執
行
部
か
ら
は
同
社
が
地

元
企
業
と
し
て
定
着
す
る
こ

と
で
輸
出
向
け
市
内
農
産
物

の
取
扱
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
市
内
農
家
に
と
っ
て
出

荷
先
の
拡
大
、
農
産
物
価
格

の
安
定
及
び
所
得
向
上
に
つ

及
び
申
請
手
続
き
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

財
源
の
面
で
も
、
中
学
生

の
入
院
分
に
つ
い
て
は
市
単

独
で
助
成
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
県
の
補
助
を
受
け
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
市
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
子
ど
も
医
療
費
の
支

給
対
象
の
拡
大
に
伴
い
、
重

度
障
害
者
医
療
費
の
支
給
対

象
で
あ
る
中
学
生
の
入
院
の

自
己
負
担
額
の
上
限
も
変
更

と
な
り
、
中
学
生
の
子
ど
も

医
療
費
制
度
と
同
じ
く
日
額

５
０
０
円
（
市
県
民
税
非
課

税
世
帯
は
３
０
０
円
）、
月

の
上
限
７
日
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
改
正
後

の
助
成
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
改
正
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
委
員
会
で
は
、
全

員
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
執
行
部
の

説
明
を
了
と
し
、
全
員
異
議

な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

☆�

所
管
す
る
会
計
の
決
算
審

査
を
行
い
ま
し
た

　

令
和
元
年
度
の
朝
倉
市
工

業
用
水
道
事
業
、
朝
倉
市
水

道
事
業
及
び
朝
倉
市
下
水
道

事
業
の
利
益
の
処
分
及
び
決

算
の
認
定
と
２
特
別
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
執
行
部
の

説
明
を
受
け
、
い
ず
れ
も
適

正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
全
員
異
議
な
く
、

原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
認

定
し
ま
し
た
。

杷木バス停

中学生の通院も
助成対象に

林田工業団地
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平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪

雨
災
害
以
降
も
毎
年
の
よ
う

に
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

今
後
も
多
大
な
経
費
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
で
普
通
交
付

税
の
合
併
優
遇
措
置
が
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
更
に
財
政

状
況
は
厳
し
く
な
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

を
最
優
先
と
し
な
が
ら
も
、

地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策

事
業
も
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

限
ら
れ
た
財
源
・
人
員
の

中
で
行
政
評
価
に
よ
る
行
政

改
革
・
事
務
改
善
が
適
切
に

行
わ
れ
、
よ
り
効
果
の
高
い

事
業
が
選
択
さ
れ
て
い
る
の

か
今
後
も
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
普
通
会
計
決

算
は
歳
入
総
額
４
１
２
億
１

８
２
２
万
円
、
歳
出
総
額
３

９
６
億
７
５
６
５
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
較
し
て
、
歳

入
が
２
億
６
２
２
８
万
円
、

歳
出
が
10
億
１
０
８
２
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
主
に
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
の
大
幅
な
増
加
に
伴
う

も
の
や
公
債
費
の
繰
上
償
還
等

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
差
引
か
ら
翌
年
度

へ
の
繰
越
財
源
を
除
い
た
実
質

収
支
は
９
億
８
５
１
７
万
円
の

黒
字
と
な
り
、
実
質
単
年
度
収

支
も
４
億
４
８
５
６
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
引
き
続

き
災
害
関
連
分
の
特
別
交
付

税
を
受
け
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
入
金
を
必
要
と
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

令
和
元
年
度
決
算

過
去
最
大
に

歳
入
歳
出
と
も
に

※

普
通
会
計
・
・
・
地
方
財
政

状
況
調
査
上
、
統
一
的
に
用
い
ら

れ
る
会
計
区
分
で
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
他
の
自
治
体
と
同
条
件

で
財
政
状
況
を
比
較
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
市
の
場
合
は
、「
一

般
会
計
」
に
「
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
特
別
会
計
」
を
合
計
し

た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
以
降
の
異
常

気
象
に
よ
り
被
災
し
た
道
路
・

橋
り
ょ
う
の
復
旧
に
係
る
費

用
（
令
和
元
年
度
分
）
で
す
。

　

学
童
保
育
所
の
待
機
児

童
解
消
の
た
め
、
甘
木
Ⅱ

学
童
保
育
所
及
び
立
石
Ⅳ

学
童
保
育
所
の
建
設
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
朝

倉
市
に
寄
附
し
て
い
た
だ
い

た
方
へ
の
返
礼
品
や
制
度
Ｐ

Ｒ
等
に
係
る
費
用
で
す
。

　

な
お
、
令
和
元
年
度
の

応
援
寄
附
金
額
は
約
16
億

円
、前
年
度
に
比
べ
て
約
４
・

54
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
久
喜
宮
小
学
校
跡
地
に

防
災
拠
点
施
設
及
び
防
災
広

場
を
整
備
す
る
費
用
で
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
校
舎

の
解
体
工
事
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

農
地
・
農
業
用
水
等
資

源
の
保
全
管
理
や
質
的
向

上
を
目
的
と
し
た
農
地
周

り
の
水
路
・
農
道
等
の
長

寿
命
化
対
策
や
地
域
で
の

共
同
活
動
に
対
す
る
支
援

に
係
る
費
用
で
す
。

　

就
学
前
の
幼
児
の
医
療
費

の
無
料
化
、小
学
生
の
入
院
・

入
院
外
に
係
る
医
療
費
助
成

及
び
中
学
生
の
入
院
に
係
る

医
療
費
助
成
の
費
用
で
す
。

「
道
路
橋
り
ょ
う
災
害

復
旧
事
業
」に

13
億
６
１
９
０
万
円

「
学
童
保
育
所
建
設
事
業
」に

８
９
５
０
万
円

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

事
業
」に７億

９
３
７
０
万
円

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
」に９

８
５
０
万
円

「
防
災
拠
点
施
設
整
備

　

事
業
」に１億

５
４
０
万
円

「
こ
ど
も
医
療
費
支
援
」に

１
億
６
６
０
０
万
円

ふるさと応援
寄附金の
パンフレット

防災拠点施設イメージ

復旧した寺ノ前・牟田谷線（須川）
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区　　　分 令和元年度 平成30年度

396億6929万円

651万円

627万円

69億9257万円

2億8681万円

9億  107万円

57億8343万円

44万円

139億7714万円

3億3072万円

6億8086万円

38億2004万円

48億3163万円

584億7807万円

412億1187万円

651万円

627万円

69億9023万円

2億9413万円

9億2806万円

58億9918万円

44万円

141億2486万円

2億5513万円

6億8991万円

33億4461万円

42億8965万円

596億2638万円

一　般　会　計

特

　別

　会

　計

企

　業

　会

　計

合　　　　　計

※万未満切り捨てのため、計が一致していません。

区　　　分 歳　　入 歳　　出

令和元年度　朝倉市会計別決算

【令和元年度普通会計歳入歳出決算の主な財政指標】

国 民 健 康 保 険
（ 事 業 勘 定 ）
国 民 健 康 保 険

（直営診療施設勘定）

住宅新築資金等貸付

簡 易 水 道

後 期 高 齢 者 医 療

介護保険特別会計

工業用地造成事業

小 計

工 業 用 水 道 事 業

水 道 事 業

下 水 道 事 業

小 計

歳 入 総 額

歳 出 総 額

経 常 収 支 比 率

実 質 公 債 費 比 率

財 政 力 指 数

基 金 現 在 高

地 方 債 現 在 高

412億1822万円

396億7565万円

91.0%

8.80%

0.54%

170億9219万円

314億5925万円

409億5594万円

386億6483万円

89.2%

8.10%

0.54%

160億5743万円

311億9222万円

　

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部

豪
雨
で
被
災
し
た
農
地
等
を

区
画
整
理
に
よ
り
復
旧
し
て

い
ま
す
。

　

赤
谷
川
流
域
ほ
か
８
流
域

の
測
量
設
計
・
換
地
業
務
委

託
等
の
費
用
で
す
。

　

平
成
29
年
度
以
降
の
異
常

気
象
に
よ
り
被
災
し
た
河
川

の
復
旧
に
係
る
費
用
（
令
和

元
年
度
分
）
で
す
。

　

地
域
経
済
の
活
発
化
の
た

め
、
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム

分
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
と
く
と
く
朝
倉

振
興
券
は
発
行
総
額
１
億
９
８

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
農
地
改
良
復
旧
事
業
」に

２
億
２
５
９
０
万
円

「
河
川
災
害
復
旧
事
業
」に

17
億
８
２
８
０
万
円

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
補
助
事
業
」に

１
２
６
０
万
円

復旧した由丸川（杷木白木）
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令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
は
、「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
４
日
間
の
日
程
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
の
中
で
行
わ
れ
た
質
疑
と
答
弁
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

災
害
復
旧
・
復
興
業
務

に
従
事
す
る
市
職
員
の

不
足
の
た
め
、
全
国
か

ら
職
員
を
派
遣
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
は
何
団

体
か
ら
何
人
派
遣
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
か
。

令
和
元
年
度
は
16
団
体
か

ら
44
名
の
職
員
を
派
遣
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
、
何
年
も
こ
の
状

況
で
復
旧
・
復
興
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。

こ
こ
２
、
３
年
が
ピ
ー

ク
に
な
ろ
う
か
と
考
え

て
い
る
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
は
農
地
環
境
保

全
の
向
上
を
図
る
う
え

で
極
め
て
有
効
な
事
業

で
あ
る
。
し
か
し
、
組

織
数
は
平
成
30
年
度
は

61
団
体
、
令
和
元
年
度

は
51
団
体
と
10
団
体
減

少
し
て
い
る
。
有
効
な

事
業
で
あ
り
、
団
体
数

が
増
加
す
る
よ
う
に
努

力
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
る
が
、
組
織
数
の

拡
大
へ
の
取
り
組
み
状

況
と
考
え
方
は
。

家
庭
系
可
燃
ご
み
収
集

量
が
前
年
度
に
比
べ
、

１
５
５
ト
ン
、
1.8
％
増

加
し
て
い
る
が
、
ご
み

減
量
化
の
取
り
組
み
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

令
和
元
年
度
の
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
額
は
約
16
億

円
、
前
年
度
に
比
べ
４
・

５
倍
に
増
え
て
い
る
。

　

体
制
的
な
問
題
や
商

品
の
発
送
遅
延
等
の
問

題
は
な
か
っ
た
の
か
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
額
が
４
・
５
倍
と
な
っ
て

い
る
が
、
体
制
的
な
問
題
等
は
な
か
っ
た
か

苦
情
等
は
あ
っ
た
が
、
業
者
と
市
で
き
ち
ん
と

対
応
し
て
い
る

Q

災
害
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
派
遣
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
職
員
は
何
人
い
る
の
か

44
名
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

QA

A

農
地
環
境
保
全
の
た
め
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
の
取
組
組
織
の
拡
大
を

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
情
報
提
供
し
、
推
進
し
て

い
る

QA

令
和
元
年
度
に
15
地
区
で
自
主
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
し
た
理
由
は

河
川
の
浸
水
想
定
区
域
変
更
に
伴
い
、
更
新
し

配
布
し
た

QA

ご
み
の
減
量
化
の
取
り
組
み
は

広
報
等
で
周
知
し
、
更
に
推
進
し
て
い
き
た
い

QA

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

が
増
え
た
理
由
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
受
付

サ
イ
ト
を
１
社
増
や
し

た
こ
と
に
よ
る
。

　

ま
た
、
問
題
に
対
す

る
苦
情
等
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
業
務

を
委
託
し
て
い
る
事

業
者
と
市
と
が
話
し

合
い
、
き
ち
ん
と
対
応

し
て
い
る
。

自
主
防
災
マ
ッ
プ
作
成

事
業
に
お
い
て
、
令
和

元
年
度
に
15
地
区
で
自

主
防
災
マ
ッ
プ
が
作
成

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

各
地
区
の
防
災
マ
ッ
プ

は
以
前
作
成
し
、
全
戸

に
配
布
し
て
い
る
。

　

筑
後
川
な
ど
の
国
営

河
川
の
浸
水
想
定
区
域

が
変
更
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
令
和
元
年
度
は

15
地
区
に
つ
い
て
改
め

て
自
主
防
災
マ
ッ
プ
を

更
新
し
、
配
布
し
た
も

の
で
あ
る
。

随
時
、
各
団
体
と
面
談
を

し
な
が
ら
、
ま
ず
は
継
続

で
き
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
指
導
し
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に

随
時
情
報
を
提
供
し
な

が
ら
推
進
を
し
て
お
り
、

令
和
２
年
度
は
３
団
体

増
え
、
54
団
体
に
な
る

予
定
で
あ
る
。

市
と
し
て
、
ご
み
の
減

量
は
当
然
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

サ
ン
・
ポ
ー
ト
へ
の
搬

入
量
も
増
え
て
い
る
。

　

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

化
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
等
で
周

知
し
、
更
に
推
進
し
て

い
き
た
い
。

改修された
農業用水路
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中
山
間
部
、
あ
る
い
は

農
地
だ
け
で
な
く
町
部

に
も
ア
ラ
イ
グ
マ
が
出

て
い
る
。
特
に
病
原
菌

等
に
つ
い
て
、
ア
ラ
イ

グ
マ
は
危
険
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
都
市

部
で
は
特
別
の
駆
除
員

を
置
く
と
い
う
対
応
を

し
て
い
る
。

　

朝
倉
市
の
ア
ラ
イ
グ

マ
、
ア
ナ
グ
マ
１
頭
あ

た
り
の
駆
除
報
酬
は
。

国
の
鳥
獣
被
害
防
止
緊

急
捕
獲
活
動
支
援
事
業

に
よ
り
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、

ア
ナ
グ
マ
１
頭
に
つ
き

１
０
０
０
円
を
支
給
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に

市
の
有
害
鳥
獣
駆
除
事

業
に
よ
り
地
元
猟
友
会

が
組
織
す
る
有
害
鳥
獣

駆
除
部
会
に
委
託
料
を

支
払
っ
て
お
り
、
令
和
元

年
度
の
委
託
料
は
１
頭

あ
た
り
に
換
算
し
て
約

４
８
０
０
円
で
あ
る
。

有
害
鳥
獣
を
駆
除
し
て
い
た
だ
く
方
々
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
、
問
題
を
地
元
と
共
有
し
研
究
す
る

QA

災
害
時
の
要
援
護
者
の
避
難
支
援
の
た
め
、
名

簿
作
成
が
課
題
で
あ
る

30
・
３
％
の
行
政
区
で
作
成
済
み
で
あ
る

QA

小
中
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
に
ど
う
取

り
組
む
の
か

朝
倉
市
産
の
食
材
を
利
用
し
た
日
を
設
け
て
い
る

QA

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業
の
実
施
状
況
は

令
和
元
年
度
は
３
基
設
置
し
た

QA

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

他
市
に
お
い
て
は
か
な

り
の
金
額
を
ア
ラ
イ
グ

マ
、
ア
ナ
グ
マ
駆
除
に

費
や
し
て
い
る
。

　

朝
倉
市
で
は
猟
友
会

も
含
め
て
駆
除
し
て
い

た
だ
く
方
々
が
年
々
減

少
し
て
い
る
。
駆
除
し

て
い
た
だ
く
方
々
を
将

来
的
に
ど
う
や
っ
て
確

保
し
て
い
く
の
か
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
年
先
ま
で
同
じ
状
態

で
朝
倉
市
の
有
害
鳥
獣

駆
除
を
行
う
の
か
。

　

ま
た
、
特
に
筑
前
町
、

東
峰
村
等
と
の
広
域
的

な
取
り
組
み
も
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

現
状
は
把
握
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
課
題
、

問
題
点
を
地
元
と
も
共

有
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
な
す
べ

き
か
を
今
後
研
究
す
る
。

要
援
護
者
へ
の
災
害
時

避
難
支
援
及
び
日
常
の

見
守
り
活
動
を
支
援
す

る
た
め
に
要
援
護
者
の

支
援
者
を
定
め
た
名
簿

作
成
が
近
々
の
課
題
と

な
っ
て
い
た
が
、
作
成
済

み
の
行
政
区
の
割
合
は
。

犯
罪
や
事
故
が
起
き
に

く
い
環
境
を
整
え
る
た

め
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補

助
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
実
施
状
況
は
。

令
和
元
年
度
は
地
域
か

ら
の
申
請
に
よ
り
堤
区

に
防
犯
カ
メ
ラ
３
基
を

設
置
し
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
基
準

は
何
か
。

　

可
能
で
あ
れ
ば
駅
前

な
ど
公
共
の
場
所
に
も

設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

本
事
業
は
区
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
申
請

が
あ
り
、
要
件
を
満
た

せ
ば
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
を
行
う
。

　

主
な
要
件
は
、
個
人

情
報
の
関
係
も
あ
り
、

設
置
に
関
す
る
地
域
の

合
意
が
得
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
公
的
な
場
所
を

撮
影
す
る
こ
と
。
維
持

管
理
を
き
ち
ん
と
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

要
件
に
つ
い
て
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長
会
等

で
説
明
し
、
申
請
を
受

け
付
け
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会

的
に
食
料
自
給
率
向
上

が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

小
中
学
校
の
給
食
に

お
け
る
、
米
の
消
費
拡

大
に
よ
る
自
給
率
の
向

上
に
つ
い
て
、
ま
た
、

地
産
地
消
に
ど
の
よ
う

な
施
策
を
講
じ
て
い
る

の
か
。

令
和
元
年
度
に
自
主
防

災
組
織
の
取
り
組
み
に

お
い
て
、
要
援
護
者
の

支
援
者
を
定
め
た
名
簿

の
作
成
を
行
っ
た
行
政

区
の
割
合
は
30
・
３
％
で

あ
る
。
ま
た
、
自
主
防

災
組
織
等
へ
出
前
講
座

な
ど
に
よ
り
働
き
か
け

を
行
っ
た
。

週
１
回
の
パ
ン
給
食
以

外
は
米
飯
給
食
と
し
、

自
給
率
拡
大
に
努
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
の

献
立
で
は
、
朝
倉
市
産

の
食
材
を
利
用
し
た
日

を
設
け
、
そ
れ
に
よ
り

朝
倉
市
に
お
け
る
地
産

地
消
を
進
め
て
い
る
。
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農
産
物
の
消
費
拡
大
及
び
地
産

地
消
の
取
組
は
。

　
　

朝
倉
市
で
は
農
産
物
の
消

費
拡
大
及
び
地
産
地
消
の
取
組

と
し
て
、
三
連
水
車
の
里
あ
さ

く
ら
及
び
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
バ
サ
ロ
両
施
設
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
共
同
企
画
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
を
実
施
し
、
販
売

促
進
及
び
リ
ピ
ー
ト
率
の
向
上

質
問
者
９
人

市
政
を
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の

　
　
　
　
　共
存
・
共
生
で
前
進

市
政
を
問
う

　一般質問は、年４回開催
される定例会の中で行われ
ます。
　ここに掲載したものは抜
粋ですので、全文につきまし
ては、会議録を閲覧される
か、市議会のホームページ
でご確認ください。

感
染
症
対
策
の
た
め

　
本
定
例
会
は
傍
聴
自
粛
を
お
願
い
し
ま
し
た

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
食
に
対

す
る
消
費
行
動
が
変
化
し
、
新

し
い
生
活
様
式
が
普
及
し
て
い

く
と
考
え
る
中
で
、
朝
倉
市
の

対
策
を
実
施
す
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
外
食
産
業

の
長
期
低
迷
に
よ
り
、
米
の
在

庫
が
増
加
し
て
い
る
が
、
米
の

価
格
、
特
に
朝
倉
の
米
は
大
丈

夫
か
。

　
　

現
在
、
外
食
産
業
の
長
期

低
迷
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
の

全
国
民
間
米
在
庫
は
２
０
０
万

ト
ン
を
超
え
て
価
格
下
落
不
安

は
あ
る
が
、
朝
倉
地
域
を
含
め

た
福
岡
県
産
の
米
は
ほ
と
ん
ど

が
県
内
で
消
費
の
家
庭
用
で
あ

り
、
価
格
に
は
影
響
し
な
い
見

通
し
で
あ
る
。

　
　

毎
年
の
大
雨
に
よ
る
農
産

物
被
害
防
止
及
び
防
災
に
水
田

の
多
面
的
機
能
の
一
つ
「
田
ん

ぼ
ダ
ム
」
の
構
築
を
行
っ
て
は
。

　
　

水
田
の
洪
水
調
整
機
能
を

持
つ
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
に
つ
い

て
は
、
洪
水
防
止
機
能
強
化
と

し
て
は
有
効
で
あ
る
が
、
上
流

域
の
水
田
管
理
者
と
下
流
域
の

住
民
の
相
互
理
解
が
必
要
で
あ

り
、
広
域
な
農
業
者
の
理
解
を

得
る
こ
と
や
国
・
県
の
動
向
等

情
報
収
集
に
努
め
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
が
寸
断
さ
れ
、
国
内
回
帰
す

る
傾
向
の
中
、
朝
倉
市
で
も
準

備
が
必
要
で
は
な
い
か
。
専
門

部
署
的
な
企
業
誘
致
推
進
室
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
は
産
業
政
策
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
い
る
の
で
考
え
て
い

な
い
。

仲山　寛 議員

質問項目
１　朝倉市の農林行政施策について
２　企業誘致施策について

Q
洪
水
被
害
を
軽
減
す
る
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
構
築
を

A
県
内
外
の
取
組
状
況
や
情
報
収
集
に
努
め
る

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

A

A

A

A

朝倉市の農産物の
消費拡大を

※
水
田
の
排
水
口
に
調
整
板
を
設
置
し
、
水
路
へ
の
水
の
流
出
を
穏
や
か
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
雨
水
を
水
田
に
溜
め
、
川
な
ど
へ
の
急
激
な
増
水
を
防
ぐ

※
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
で
保
健

所
の
逼
迫
し
た
状
況
が
報
道
さ

れ
て
い
た
。
北
筑
後
保
健
所
で

の
検
査
体
制
、
市
民
か
ら
の
相

談
に
十
分
に
対
応
さ
れ
て
い
る

か
な
ど
、
市
は
現
状
を
把
握
し

て
い
る
か
。

　
　

保
健
所
の
帰
国
者
・
接
触

者
相
談
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
加

え
て
地
域
の
医
療
機
関
で
も
医

師
の
判
断
で
民
間
の
検
査
機
関

で
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
が

追
加
さ
れ
、
必
要
な
方
へ
の
検

査
は
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　

風
邪
を
ひ
い
て
熱
が
あ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
心
配
で
、
ど
こ
の

病
院
で
検
査
を
受
け
た
ら
よ

い
か
な
ど
相
談
し
た
い
時
に
、

市
民
に
と
っ
て
身
近
な
市
役

所
に
相
談
窓
口
の
設
置
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　

相
談
窓
口
と
し
て
看
板
は

設
置
し
て
い
な
い
が
、
心
配
事
、

相
談
、
問
い
合
わ
せ
等
は
健
康

課
で
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
。

朝
倉
医
師
会
と
十
分
に
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
な
が
ら
見
や
す
く

分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

　
　

飲
食
店
を
は
じ
め
小
規

模
事
業
者
は
コ
ロ
ナ
禍
の
長

期
化
で
苦
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

　

商
工
観
光
課
が
所
管
し
て
い

る
市
の
独
自
支
援
策
は
短
期
間

で
事
業
者
支
援
の
成
果
を
上

げ
、
次
の
施
策
を
提
案
、
実
行

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通

常
事
業
も
抱
え
て
お
り
、
人
手

が
足
り
て
い
な
い
と
思
う
が
現

状
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

　
　

国
か
ら
の
臨
時
交
付
金
を

短
期
間
で
制
度
設
計
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
商
工
観
光
課
だ

け
で
は
な
く
総
合
政
策
課
の
企

画
部
門
、
財
政
担
当
な
ど
も
対

応
し
て
い
る
。

　

限
ら
れ
た
人
数
で
商
工
事
業

者
、
観
光
事
業
者
の
た
め
に
業

務
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
な
く
頑

張
っ
て
い
る
。

　
　

学
童
保
育
所
で
は
休
校
中
、

子
ど
も
達
の
生
活
を
守
り
、
保

護
者
の
社
会
活
動
維
持
の
た
め

大
変
な
役
目
を
担
っ
て
い
る
。

　

３
密
を
避
け
が
た
い
状
況
の

中
で
、
ど
の
様
な
感
染
症
対
策

を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

保
護
者
に
対
す
る
登
所
自

粛
要
請
、
学
校
で
の
一
部
の
児

童
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
ま
た
、

定
期
的
な
換
気
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
手
指
消
毒
や
う
が
い
等
の

指
導
を
行
い
、
３
密
を
避
け
る

た
め
に
屋
外
で
の
活
動
を
促
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
国
の
交
付
金
で
マ

ス
ク
、
消
毒
液
の
配
布
を
行
い
、

追
加
事
業
と
し
て
、
非
接
触
型

体
温
計
、
空
気
清
浄
機
の
購
入

を
予
定
し
て
い
る
。

　

感
染
者
が
出
た
場
合
の
具
体

的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、

対
応
し
て
い
る
。

　
　

３
密
を
避
け
る
た
め
の
屋

外
で
の
活
動
は
、
危
険
な
暑
さ

で
あ
る
。
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
等
の
設
置
を

検
討
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

　
　

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
は
、
現

在
、
研
究
中
で
、
価
格
等
を
調

べ
て
い
る
。

　
　

教
育
現
場
で
の
感
染
者
対

策
や
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

感
染
者
や
医
療
従
事
者
へ

の
い
じ
め
や
誹
謗
中
傷
は
、
決

し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

学
習
資
料
を
基
に
、
人
権
教

育
と
関
連
づ
け
て
発
達
段
階
に

応
じ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
や
心
の
ケ
ア
は
ど
う
か
。

　
　

毎
月
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
、
教
育
相
談
を
き
め
細
か
に

実
施
し
、
気
に
な
る
子
ど
も
は

家
庭
と
連
携
し
支
援
し
て
い

る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
心
の
ケ
ア
を

行
っ
て
い
る
。

浅尾 静二 議員
質問項目
１　新型コロナウイルス感染症対策に

ついて

大庭 きみ子 議員
質問項目
１　新型コロナウイルス感染症対策

について

Q
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
で
安
心
し
て
生
活
す
る
に
は

A
感
染
防
止
を
し
っ
か
り
し
な
が
ら
経
済
を
回
す

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

A A

A

A
国
の
交
付
金
で
、
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
る

A

A

A

A

Q
学
童
保
育
所
や
教
育
現
場
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は

医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

朝
倉
市
の
独
自
支
援
策
に
つ
い
て

子
ど
も
の
生
活
を
守
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
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学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事

業
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
情
報
端

末
を
設
置
し
、
接
続
環
境
を
整

備
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
情
報

や
技
術
を
ど
の
よ
う
に
活
用
で

き
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

　

う
き
は
市
で
は
平
成
24
年
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
た
め
の
モ

デ
ル
校
事
業
が
行
わ
れ
た
が
、

朝
倉
市
で
は
導
入
時
に
対
応
で

き
る
よ
う
取
組
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
の
か
。

　
　

以
前
、
設
備
を
整
え
た
が

十
分
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
あ
り
、
や
は
り
先
生
方
が

研
修
を
通
し
て
着
実
に
力
を
つ

け
た
中
で
行
っ
て
い
く
の
が
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
は
考
え
て
は

い
た
も
の
の
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

で
の
授
業
を
主
で
や
っ
て
お
り

対
応
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
回
、
国
が
こ
れ

だ
け
の
予
算
を
つ
け
る
。
こ
の

チ
ャ
ン
ス
は
逃
せ
な
い
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
新
し
い
教

育
に
取
り
組
む
。

　
　

児
童
数
が
増
え
続
け
る
立

石
小
学
校
は
、
増
築
工
事
が
必

要
だ
。
計
画
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

本
年
度
中
に
内
部
検
討
し
、

来
年
度
か
ら
国
庫
補
助
の
枠
組

み
に
乗
せ
て
進
め
て
い
く
。

　
　

家
庭
児
童
相
談
員
が
一
名

増
え
て
い
る
が
、
虐
待
の
現
状

と
相
談
事
業
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

児
童
虐
待
は
非
常
に
重
要

な
案
件
で
あ
る
。
不
安
や
孤
立

感
を
抱
え
る
家
庭
に
具
体
的
な

指
導
助
言
を
行
う
養
育
支
援
訪

問
事
業
も
虐
待
防
止
に
有
効
な

事
業
で
あ
る
。
虐
待
か
と
思
っ

た
ら
、
24
時
間
対
応
の
１
８
９

番
に
た
め
ら
わ
ず
連
絡
を
。

　
　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

は
、
駆
除
部
会
に
よ
る
駆
除
後

の
処
理
も
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
市
町
村
行
政
に
よ
り
処

理
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

処
理
加
工
施
設
、
動
物
対

応
の
焼
却
炉
、
分
解
処
理
装
置

な
ど
調
査
を
し
て
い
る
。
市
単

独
で
は
難
し
く
、
国
、
県
、
関

係
機
関
と
話
し
取
り
組
む
。

　
　

小
石
原
川
ダ
ム
湖
畔
を
利

用
し
た
地
域
振
興
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

　
　

コ
ア
山
跡
地
で
は
、
水
資

源
機
構
に
お
い
て
約
20
種
、
約

７
千
本
の
植
樹
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
本
年
７
月
の
降
雨
に
よ

り
土
砂
の
流
出
な
ど
、
被
害
が

発
生
し
、
現
在
は
植
樹
が
中
断

し
て
い
る
。
令
和
３
年
２
月
ご

ろ
に
は
植
樹
が
完
成
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
　

３
つ
の
湖
に
よ
る
復
興
戦

略
会
議
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

調
査
、
連
携
、
施
設
、
ツ

ア
ー
、
食
、
イ
ベ
ン
ト
の
６
つ

の
分
類
に
お
い
て
具
体
的
な
検

討
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
江
川
ダ
ム
、
寺
内
ダ
ム
、

小
石
原
川
ダ
ム
の
３
つ
の
ダ
ム

を
地
域
活
性
化
の
資
源
と
し
て

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援

で
あ
る
高
速
大
容
量
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整

備
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
一
人
一
台
端
末
の
早
期
実

現
へ
の
状
況
は
。

　
　

一
人
一
台
端
末
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
５
、６
年
生
、
中

学
校
１
年
生
に
つ
い
て
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
納
品
を
待
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
残
る
小

学
校
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま

で
、
中
学
校
２
、３
年
生
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
は
、

12
月
末
ま
で
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

　
　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
児

童
生
徒
に
必
要
な
端
末
の
入
出

力
装
置
の
整
備
は
。

　
　

整
備
を
予
定
し
て
お
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
大
型
展
示

装
置
等
の
機
械
機
能
で
対
応
が

可
能
と
考
え
て
い
る
。

　
　

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め

る
自
治
体
を
支
援
す
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
Ｏ
Ｂ
な
ど
の

技
術
者
を
配
置
す
る
な
ど
の
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

の
配
備
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
の
か
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
担
当
の

先
生
を
置
い
て
、
具
体
的
に
は

業
務
を
外
部
の
企
業
専
門
の
方

に
委
託
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

柴山 恭子 議員

質問項目
１　学校教育
２　子ども・子育て支援
３　有害鳥獣対策

北川 清文 議員
質問項目
１　小石原川ダム湖畔を利用した地域

振興について
２　子どもたちへの学習支援等
３　新型コロナウイルスに対する感染

症対策等の心得

Q
情
報
端
末
導
入
の
た
め
の
対
応
は
で
き
て
い
る
か

A
国
が
予
算
を
付
け
る
こ
の
チ
ャ
ン
ス
は
逃
せ
な
い

Ｑ

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

A

A

A

A

A
10
月
以
降
に
順
次
、
端
末
配
付
を
進
め
て
い
き
た
い

A

AA

AA

Q
学
習
環
境
の
整
備
を
早
期
実
現
す
べ
き

（段取り八分）
仕事は事前の準備を
キッチリと
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こ
れ
か
ら
は
コ
ロ
ナ
と
共

に
、
コ
ロ
ナ
後
の
ま
ち
づ
く
り

が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
市
長

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
い
か
に
。

　
　

生
活
の
仕
方
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
等
、
新
し
い
生
活
様
式

が
求
め
ら
れ
る
。
朝
倉
市
の
総

合
計
画
や
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
を
見

据
え
な
が
ら
、
ど
こ
に
も
負
け

な
い
朝
倉
ら
し
い
朝
倉
の
資
源

を
十
分
に
活
用
し
た
い
。

　
　

コ
ロ
ナ
移
住
と
言
わ
れ

る
社
会
現
象
の
中
、
朝
倉
市

独
自
の
魅
力
あ
る
移
住
政
策

や
具
体
的
ビ
ジ
ョ
ン
が
問
わ

れ
て
い
る
が
。

　
　

現
在
、
移
住
し
た
人
に
支

援
金
を
給
付
、
住
宅
の
補
助
制

度
、
お
試
し
居
住
、
福
岡
県
と

連
携
し
、
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
　

市
職
員
の
収
賄
事
件
が
９

月
16
日
に
判
決
。
罪
状
を
す
べ

て
認
め
、
有
罪
と
な
る
見
通
し

だ
が
。

　
　

判
決
内
容
を
確
認
し
た

上
で
賞
罰
審
議
会
を
早
急
に

開
催
し
、
責
任
の
所
在
を
明

確
に
し
、
遅
滞
な
く
処
分
を

決
定
し
て
い
く
。

　
　

合
併
以
降
、
懲
戒
が
13
件
、

そ
の
中
で
懲
戒
免
職
が
５
件
、

市
長
以
下
減
給
処
分
が
５
件
、

市
長
の
責
任
は
。

　
　

市
長
と
し
て
は
、
実
態
を

把
握
し
、
行
政
の
不
信
を
招
い

た
こ
と
に
つ
い
て
謝
罪
し
て
き

た
。
調
査
部
会
、
賞
罰
審
議
会

の
判
断
に
よ
り
、
厳
正
に
対
応

し
て
い
く
。

　
　

朝
倉
市
職
員
不
祥
事
再
発

防
止
委
員
会
の
対
応
は
。

　
　

委
員
会
の
中
に
、
今
回
事

件
と
な
っ
た
事
案
の
内
容
を
直

接
調
査
す
る
調
査
部
会
、
入
札

制
度
の
調
査
を
行
う
入
札
制
度

部
会
、
職
員
倫
理
部
会
の
三
つ

を
設
け
、
事
実
関
係
の
調
査
に

当
た
っ
て
い
る
。

　
　

市
民
は
市
長
の
声
を
直

接
聞
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

市
民
の
声
を
吸
い
上
げ
、
市

長
の
考
え
を
市
民
に
直
接
伝

え
る
市
政
報
告
会
を
開
催
す

べ
き
で
は
。

　
　

市
民
へ
の
伝
達
方
法
の
一

つ
と
し
て
検
討
、
研
究
を
し
な

が
ら
考
え
て
い
く
。

　
　

国
道
５
０
０
号
の
ダ
ム

区
間
は
約
束
ど
お
り
令
和
２

年
12
月
か
ら
供
用
開
始
さ
れ

る
の
か
。

　
　

大
雨
に
よ
り
被
害
が
生

じ
、
12
月
開
通
は
困
難
で
あ
る
。

　
　

被
災
原
因
、
延
期
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　

流
出
し
た
土
砂
に
よ
り
盛

土
斜
面
が
損
傷
し
て
お
り
、
今

回
４
度
目
の
延
期
に
非
常
に
困

惑
し
て
い
る
。
事
業
者
に
も
説

明
責
任
を
求
め
る
。

　
　

コ
ア
山
の
土
砂
が
江
川
ダ

ム
貯
水
池
に
流
れ
込
ん
で
い
る

が
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　

小
石
原
川
ダ
ム
建
設
事
業

に
よ
る
も
の
で
、
水
資
源
機
構

に
土
砂
撤
去
を
求
め
る
。

　
　

コ
ア
山
整
備
が
遅
れ
、
市

へ
の
譲
渡
は
予
定
通
り
進
め
ら

れ
る
の
か
。

　
　

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
で
購
入
の
予
算

承
認
を
得
て
い
る
。
取
得
方
針

に
変
更
は
な
い
。

　
　

復
興
に
つ
い
て
、
現
在
の

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

地
区
別
復
興
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
を
開
催
し
、
具
体

的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
る
。

年
度
内
に
復
興
実
施
計
画
を

策
定
す
る
。

　
　

地
区
別
復
興
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
で
の
議
論
内
容
は
。

　
　

杷
木
地
域
の
小
学
校
跡
地

活
用
や
緊
急
時
の
避
難
場
所
確

保
、
農
地
農
業
用
施
設
と
併
せ

た
営
農
経
営
再
開
支
援
な
ど
が

議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
　

産
学
官
連
携
の
具
体
的
な

取
組
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

議
論
内
容
は
。

　
　

２
月
に
九
州
電
力
株
式
会

社
と
「
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
包
括
連
携
協
定
書
」
を
締

結
。
こ
れ
に
よ
り
九
州
観
光
促

進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
防
災
力
向
上

や
農
業
振
興
に
よ
る
産
業
経
済

の
復
興
と
な
る
ア
イ
デ
ア
な
ど

が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
　

こ
の
議
論
を
基
に
、
今

後
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　
　

実
現
可
能
な
取
組
の
研
究

を
進
め
て
い
く
。

実藤 輝夫 議員
質問項目
１　朝倉市の新型コロナウイルス感

染症の現状と今後の対策
２　九州北部豪雨災害復旧工事贈収

賄事件の実態解明と再発防止
３　市政報告の現状と今後の対応

熊本 正博 議員
質問項目
１　国道 500 号ダム区間の供用開始

等について
２　平成 29 年７月九州北部豪雨災害

からの復興について

Q
市
長
自
ら
市
民
に
語
る
市
政
報
告
会
を
開
催
す
べ
き

A
伝
達
方
法
の
一
つ
と
し
て
検
討
、
研
究
し
、
考
え
て
い
く

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

A

AA

A AA

A
復
興
に
は
市
民
の
協
力
と
産
学
官
連
携
が
必
要
不
可
欠
だ

A

A

AAA

AA A

Q
産
学
官
連
携
で
復
興
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
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地
方
創
生
は
新
し
い
局
面

を
迎
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る
視
点
と
収
束
後

を
見
据
え
た
先
手
を
打
つ
政
策

が
必
要
で
あ
る
。
朝
倉
市
は
自

然
に
恵
ま
れ
、
３
密
回
避
に
適

し
た
地
域
で
あ
る
の
で
、
中
長

期
的
に
成
長
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。「
こ
の
ま
ま
で
は
駄

目
だ
」
と
健
全
な
危
機
意
識
を

持
つ
地
域
が
こ
れ
か
ら
伸
び
て

い
く
。
朝
倉
市
に
は
ど
ん
な
人

生
観
や
価
値
観
を
持
っ
た
人
が

移
り
住
む
と
思
う
か
。

　
　

子
ど
も
が
い
ろ
い
ろ
な

自
然
に
触
れ
て
豊
か
な
生
活

を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
新
た

に
来
て
い
た
だ
く
の
が
、
朝

倉
市
が
取
り
組
む
一
つ
の
方

向
性
だ
と
思
う
。

　
　

地
方
に
移
住
す
る
と
き

に
、
一
番
の
問
題
は
仕
事
で
あ

る
。
地
方
に
住
み
た
い
が
仕
事

が
な
い
と
い
う
意
見
を
よ
く
聞

く
。
ま
た
、
市
民
か
ら
働
く
場

を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
と
も
言

わ
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
都
市
の

優
位
性
が
薄
れ
て
き
て
い
る
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
仕
事
は
ど

こ
で
も
で
き
る
時
代
に
な
る
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
必
須
条
件

で
あ
る
Ｉ
Ｔ
環
境
は
整
備
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　

市
内
は
光
回
線
が
整
備
さ

れ
、
カ
バ
ー
率
は
概
ね
１
０

０
％
を
達
成
し
て
い
る
。

　
　

朝
倉
市
に
お
試
し
で
住
め

る
よ
う
な
制
度
や
「
来
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
発
信
が
弱
い
の

で
は
な
い
か
。
手
を
挙
げ
な
け

れ
ば
存
在
し
な
い
の
と
同
じ
で

あ
る
。「
朝
倉
、
こ
こ
に
あ
り
」

と
政
策
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
と

誰
の
目
に
も
留
ま
ら
な
い
。
若

者
に
来
て
も
ら
う
た
め
の
口
説

き
文
句
は
何
か
。

　
　

福
岡
都
市
圏
に
近
く
、
自

然
豊
か
な
、
子
育
て
し
や
す
い

市
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

７
月
の
出
水
時
に
２
度
の

水
門
操
作
が
必
要
に
な
っ
た
が
、

専
門
的
な
水
門
操
作
を
国
交
省

は
市
に
委
託
し
、
市
は
地
元
に

お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
で
い

い
の
か
。
遠
隔
操
作
を
取
り
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

現
地
の
操
作
者
に
は
多
大

な
ご
苦
労
を
お
か
け
し
て
い
る
。

　

筑
後
川
河
川
事
務
所
と
の
意

見
交
換
会
で
遠
隔
操
作
に
つ
い

て
も
検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　

桂
川
が
計
画
ど
お
り
に
改

修
さ
れ
れ
ば
、
７
月
の
出
水
時

の
越
水
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

筑
後
川
の
河
川
水
位
が
上

昇
し
た
場
合
で
も
河
川
改
修
に

よ
り
整
備
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
　

町ま
ち
　
ば
し橋
、
平ひ

ら
　
せ
　
ば
し

瀬
橋
で
越
水

し
、
氾
濫
が
発
生
し
た
が
、

堤
防
の
か
さ
上
げ
と
橋
の
部

分
の
改
修
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

橋
梁
部
等
の
構
造
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
県
で
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　
　

桂
川
水
門
下
流
部
の
法
線

を
そ
の
下
流
部
に
導
く
改
修
に

関
す
る
国
交
省
と
の
協
議
の
進

捗
状
況
は
。

　
　

国
交
省
、
県
の
河
川
管
理

者
と
連
携
し
て
、
も
う
し
ば
ら

く
は
、
さ
ら
に
研
究
が
必
要
で

あ
る
。

　
　

県
道
朝
倉
鳥
栖
線
の
道
路

拡
幅
の
計
画
が
あ
る
。
佐
田
川

橋
と
桂
川
橋
の
架
け
替
え
工
事

と
関
連
さ
せ
た
長
田
川
の
改
修

計
画
の
可
能
性
は
。

　
　

橋
梁
取
り
付
け
道
路
、
橋

梁
架
け
替
え
工
事
に
お
い
て
は
、

長
田
川
へ
の
影
響
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
現
時
点
の
計
画
で

は
長
田
川
の
改
修
ま
で
は
行
わ

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

床
島
用
水
の
活
用
に
つ
い

て
の
、
そ
の
後
の
経
過
は
。

　
　

関
係
す
る
機
関
も
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。
更
に
意
見
を

出
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

中島 秀樹 議員
質問項目
１　新型コロナウイルスと地方創生

について
２　学校安全について

加藤 正二 議員

質問項目
１　蜷城地区の浸水対策について

Q
「
朝
倉
、
こ
こ
に
あ
り
」
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か

A
福
岡
市
に
近
く
、
自
然
豊
か
で
子
育
て
が
し
や
す
い

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱＱ

Ｑ Ｑ

A

AA

A
河
川
管
理
者
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く

A

AA

AA

A

Q
蜷
城
地
区
の
浸
水
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

平瀬橋からの氾濫
（７月７日撮影）

健全な危機意識を持つ
地域が伸びていく



≪一般会計≫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１億９，４１９万円
　　・社会教育施設、テレワーク、Ｗｅｂ会議対応Ｗｉ－Ｆｉ環境整備事業費・・・・・・・・・・・・・・３，１００万円
　　　　ピーポート甘木等の一部の公共施設にＷｉ－Ｆｉ環境を整備し、テレワーク、オンライン学習のための
　　　　会議室等利用者及び避難所開設時の避難者への情報伝達手段を確保します
　　・秋月博物館特別展（天然痘予防に貢献した緒方春朔）経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５４０万円
　　・甘木鉄道㈱への沿線自治体による支援事業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６５万円
　　　　新型コロナウイルス感染症の拡大により運賃収入が大きく減少した甘木鉄道へ、沿線自治体と協調し、
　　　　事業継続のため支援金を交付します

　　・公共施設　新型コロナウイルス感染症対策（検温カメラ等購入）経費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４０万円
　　　　市内体育施設及び健康福祉館の新型コロナウイルス感染予防対策として、検温カメラ等を購入します
　・公共施設等整備基金積立金（林田工業団地用地売却）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５，４０３万円
　・法人市民税確定に伴う還付金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，１００万円
　・秋月・安川統合保育所建設事業費、私立保育園施設整備補助金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６，６７９万円
　・保育園、学童保育所等 新型コロナウイルス感染症対策経費 他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，８２１万円
　・農業水路等長寿命化・防災減災事業費　他（農業水路）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７，０００万円
　・緊急自然災害防止対策事業費（林道） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，６００万円
　・災害関連地域防災がけ崩れ対策事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，４６０万円
　・消防水利取水施設整備事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，１００万円
　・小中学校ＩＣＴ環境整備事業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８，５３８万円
　・朝倉地域生涯学習センター空調施設改修事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，０００万円
　・農地農業用施設、林道災害復旧事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０億０，８００万円
　・道路橋りょう災害、河川災害復旧事業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０ ７億６，５００万円
　・公債費繰上償還金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・０ ９億６，６４４万円
≪国民健康保険特別会計　直営診療施設勘定≫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９２７万円
　・前年度決算余剰金による財政調整基金積立金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７３２万円
　・新型コロナウイルス感染症対策経費、医療従事者等慰労金給付金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９５万円
≪介護保険特別会計≫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億２，５４４万円
　・前年度決算余剰金による介護給付費準備基金積立金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６，６１６万円
　・前年度の介護給付費等の確定に伴う国県等への精算金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５，９２７万円

令和元年度　９月補正予算の主なもの

令和２年度９月補正予算
令和２年度９月補正予算新型コロナウイルス感染症対策　朝倉市独自支援策等に約４，１４５万円
令和２年７月豪雨災害復旧費に約２７億６，８６０万円

市
独
自
支
援
策
等

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

取得する財産　市立小中学校児童生徒用パソコン等
　　　　　　　タブレット型パソコン　2,643台
取得価格　　　１億3,576万2,000円
契約の相手方　株式会社内田洋行九州支店

うきは市バス路線を朝倉市内に延伸し、停留所を西鉄バス杷
木バス停内に設置することに関し、地方自治法の規定により、
朝倉市とうきは市との間で協議することについて議会の議決
を求めるもの

13 12

あさくら市議会だより【補正予算・議案等の審議結果】 令和２年11月15日号



朝倉市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

主な改正の内容
　・保育料の無償化に伴い、保育料に含まれていた３～５歳児の
　　副食費について、教育・保育施設が保護者から直接支払いを
　　受けることができることとし、低所得者世帯等については免
　　除する

令和３年度から、子ども医療費の支給対象に中学生の入院
外に係る医療費を追加し、その自己負担額の上限を月額
1,600円とするもの

主な改正の内容
　・ケアプールを廃止する
　・入浴施設及び機能回復訓練室の使用料を
　　１回あたり110円程度引き上げる
　・営利を目的とした貸室の使用料を通常の使用料の２倍
　　とする

令和２年度甘木鉄道株式会社の事業計画について

15 14

あさくら市議会だより 【議案等の審議結果】令和２年11月15日号



「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費国庫負担制度２分の１復元」を求める意見書
の提出について（16ページ中段「請願書」欄に意見書の提出について掲載しています）

15 14

あさくら市議会だより【議案等の審議結果・意見書】 令和２年11月15日号

【
意
見
書
要
旨
】

　

地
方
自
治
体
は
、
子
育
て
支
援
策
の

充
実
と
保
育
人
材
の
確
保
、
高
齢
化
が

進
行
す
る
中
で
の
医
療
・
介
護
な
ど
の

社
会
保
障
へ
の
対
応
、
ま
た
、
よ
り
複

雑
化
し
た
行
政
需
要
へ
の
対
応
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
近
年

多
発
し
て
い
る
大
規
模
災
害
、
そ
の
た

め
の
防
災
・
減
災
事
業
の
実
施
な
ど
、

緊
急
な
対
応
を
要
す
る
課
題
に
も
直
面

し
て
い
る
。

　

地
方
公
務
員
を
は
じ
め
と
し
た
公

的
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
が
限
ら
れ

る
中
で
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

と
細
や
か
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
人
材
確
保

を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
見
合

う
地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
す
必
要

が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
３
年
度
の
政
府

予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
歳
入
・
歳
出
の
的
確
な
見
積

も
り
に
基
づ
く
人
的
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
の
社
会
保
障
予
算
の
充
実
と
地
方

財
政
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
政
府
に
意
見
書
を
提

出
す
る
も
の
。

【
提
出
者
】

　

大
庭
き
み
子

　

佐
々
木
明
子

　

熊
本　

正
博

【
意
見
書
要
旨
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
市
民
の
生
命
と
生
活
が
脅
か

さ
れ
地
域
経
済
も
前
例
の
な
い
危
機
の

渦
中
に
あ
り
、
事
態
の
収
拾
の
見
通
し

も
立
た
な
い
状
態
で
あ
る
。

　

今
力
を
尽
く
す
べ
き
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
に
よ
り

疲
弊
し
て
い
る
地
域
経
済
の
回
復
、

毎
年
全
国
で
多
発
し
て
い
る
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
か
ら
の
早
期
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
と
考
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
収
束
の
見
通
し
が
立
つ
ま
で
の
間

は
、
何
よ
り
も
国
民
の
安
全
を
守
り

直
面
す
る
行
政
課
題
の
解
決
に
優
先

的
に
取
り
組
む
こ
と
に
専
念
す
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
た
め
、
内
閣
総
理

大
臣
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

【
提
出
者
】

　

浅
尾　

静
二

　

中
島　

秀
樹

　

柴
山　

恭
子

【
意
見
書
要
旨
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

世
界
的
に
蔓
延
し
、
わ
が
国
は
、
戦

後
最
大
の
経
済
危
機
に
直
面
し
て
い

る
。
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が

及
び
、
本
年
度
は
も
と
よ
り
来
年
度

に
お
い
て
も
、
地
方
税
・
地
方
交
付

税
な
ど
一
般
財
源
の
激
減
が
避
け
が

た
く
な
っ
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
医
療
介
護
、

子
育
て
、
地
域
の
防
災
・
減
災
、
雇

用
の
確
保
な
ど
喫
緊
の
財
政
需
要
へ

の
対
応
は
じ
め
、
長
期
化
す
る
感
染

症
対
策
に
も
迫
ら
れ
、
地
方
財
政
は

巨
額
の
財
政
不
足
を
生
じ
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
国
に

お
い
て
は
地
方
税
や
地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
確
保
を
考
慮
し
た
令
和
３
年

度
地
方
財
政
対
策
及
び
地
方
税
制
改
正

に
取
り
組
む
よ
う
、
関
係
機
関
に
意
見

書
を
提
出
す
る
も
の
。

【
提
出
者
】

　

議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　

半
田　

雄
三

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

政
治
空
白
の
な
い
行
政
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
意

見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な

悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書

　

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
し
、
関
係
機

関
等
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

意
見
書

意
見
書



議会も感染症対策に
取り組んでいます

議場の壇上マイク前及び一般質問席マイク前に
飛沫感染予防のためアクリル板を設置しました。

（見えにくいので外周を黒線にしています）
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あさくら市議会だより

「
少
人
数
学
級
推
進
な
ど
の
定
数
改
善
」「
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
」に
か
か
わ
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

【
請
願
事
項
】

１
．
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
改
善
の
た
め
に
、
計

画
的
な
教
職
員
定
数
改
善

を
推
進
す
る
こ
と

２
．
教
育
の
機
会
均
等
と

水
準
の
維
持
向
上
を
は
か

る
た
め
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合

を
２
分
の
１
に
復
元
す
る

こ
と

　

だ
ん
だ
ん
と
寒
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
３
密
を

避
け
、
手
洗
い
、
う
が
い

等
の
感
染
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。（
撮
影
時
は
甘

木
絞
り
の
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
い
ま
す
）

【
請
願
者
】

　

福
岡
県
教
職
員
組
合

　

朝
倉
支
部

　

支
部
長　

山
崎　

三
枝

【
紹
介
議
員
】

　

大
庭　

き
み
子

　

請
願
書
を
全
会
一
致
で

採
択
し
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
改
善
の
た
め
に

施
策
を
講
じ
る
よ
う
、
関

係
機
関
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

左
記
の
方
々
の
選
任

等
に
つ
い
て
同
意
し
ま

し
た
。

請
願
書

請
願
書

12月議会　会期日程（予定）

　12月定例会の会期日程は、11月27日㈮
開催予定の議会運営委員会で変更になる
場合があります。
　請願書、陳情書の締め切りは11月25日
㈬です。ご不明な点等ございましたら、朝
倉市議会事務局にお尋ねください。

◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
 (考案日)
○一般質問
○一般質問
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
(事務整理日)
○議案等の審議
　（委員長報告
　質疑・討論・採決）
○諸般の報告
◎閉会

12月3日

4・7日
8・9日
10日

11・14・15日
16・17日

18日

　
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る

稲
穂
か
な

　
今
年
は
残
念
な
が
ら
米

の
収
穫
量
も
例
年
よ
り
少

な
い
よ
う
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
台

風
、
大
雨
の
災
害
が
頻
発

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

も
何
か
に
つ
け
て
ス
ト
レ

ス
の
溜
ま
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
収

束
は
ま
だ
ま
だ
先
は
見
え

ま
せ
ん
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
早
期

導
入
や
テ
レ
ワ
ー
ク
等
、

社
会
生
活
に
否
応
な
く
変

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
そ
う
し
た
変
化

の
年
に
な
る
や
も
し
れ
ま

せ
ん
。
本
市
に
お
い
て
は
、

い
く
つ
も
の
新
し
い
試
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
負

け
じ
魂
を
燃
や
し
て
希
望

の
朝
倉
を
築
い
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

委
員
長
　
内
田
　
恵
三

副
委
員
長
　
加
藤
　
正
二

委
　
　
員
　
熊
本
　
正
博

委
　
　
員
　
北
川
　
清
文

委
　
　
員
　
徳
永
　
秀
俊

委
　
　
員
　
仲
山
　
　
寛

広
報
委
員
会

人
事
案
件

人
事
案
件

朝
倉
市
公
平
委
員
会
委
員

渡わ
た
な
べ邉　

　

義よ
し
あ
き明　

氏
（
堤
）

人
権
擁
護
委
員

久く

ぼ

や

ま

保
山　

憲け
ん
じ二　

氏

（
小
田
）

高た
か
く
ら倉　
　

保や
す
ゆ
き之　

氏

（
杷
木
星
丸
）

丸ま
る
や
ま山　

　

康や
す
は
る晴　

氏

（
三
奈
木
）

太お
お
た田　

　

浩こ
う
じ二　

氏

（
上
秋
月
）


